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＜開会＞ 

（会長）それでは、定刻となりましたので、令和 6 年度枚方市支援教育充実審議会を始め

させていただきます。本日は、公私お忙しい中、本会議へ御出席いただきまして、委員の

皆様ありがとうございます。 

 それでは、まず事務局から本日の委員の出席状況と傍聴者について報告をお願いいたし

ます。 

 

（事務局）本日の委員の出席状況ですが、委員１５名中１３名の出席をいただいており、

委員の過半数に達しておりますので、枚方市附属機関条例第５条第２項に基づき、本会議

が成立していることを報告いたします。また、本日の傍聴者はございません。 

 以上です。 

 

（会長）ありがとうございます。 

 前回の第２回では、枚方市の通級指導教室における状況について、その学びの様子や通

常の学級担任との連携等について事務局より説明をしていただき、小学校・中学校ともに

学校現場からの現状を伺うことができました。さらに、前年度まで小学校の通級指導教室

担当者として子どもたちを指導されておりました、枚方市立長尾小学校の江藤先生から通

級指導教室を利用している子どもたちの実情や実践について、それから通常の学級でどの

ように力を発揮するための手だてについて、それから通常の学級の充実が全ての子どもた

ちにとって大切であるというような共通認識の下で学校全体が連携して共通理解に努めて

いるといった内容の御報告をいただきました。 

 第２回の会議の内容を受けまして、通級指導教室の在り方について、委員の皆様と認識

等について小出委員から確認と共有いただきたいことがあるということを伺っております

ので、ここで５分ほど時間をいただいて小出委員からの御提言をお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、小出委員、よろしくお願いいたします。 

 

（小出委員） 

 お時間いただいてありがとうございます。 

 通級の全校設置に対して少し引っかかる点があり、設置自体には反対ではありません

が、この状況で全校に設置する結論には同意ができません。 

 大きく分けると二つの理由があります。 



 

 一つは、前回の会議中に出た通級の制度による課題が、学校現場や保護者に対する回答

としては現状不十分だと感じる点です。 

 二つ目は、ここ２年で、通級の設置を急速に拡大させた枚方市ですが、通級の制度の案

内を保護者や学校に案内するときに、「支援学級だったら通常学級ではないけれど、通級

なら通常学級になります。」という内容で話されていたように思います。「こっちなら通

常学級でいけますよ」と、通級のセールストークのような案内があり、何が起こってきて

いるかというと、深刻な言い方をしますが「通常学級と支援学級の差別化」です。 

支援学級を利用している保護者の方から聞いた体験談では、通級を利用している保護者

の方から「うちは通級やから通常学級やねん」と言われたそうです。それを言われた支援

学級を利用しているお母さんは、「今までこんな風に言われたことなかった。支援学級を

利用している子は自分の子たちとは違う、よそものと言われているみたいに感じた。新し

く通級ができて、こんなふうに差別の意識が始まっていくんやな。」と悲しそうに話され

ていました。 

枚方市は、支援学級の子も〇年〇組の一員として一緒に過ごしてきた全国でも珍しい地域

だと思います。通級を増やしていく中で、保護者や学校への案内をする立場の人たちが

「通級なら通常学級のままでいけます」という言い方をするのを私自身何度も聞いたの

で、その伝え方は今後やめていただきたいです。在籍云々ではなく、支援がどれくらい必

要な状況なのかで判断してほしいと思います。 

今、利用の希望人数が少ない学校にも通級の設置を進めようとされていますが、差別が生

まれていくなら、まだニーズが少ない段階で、急いで設置する必要もないと思っていま

す。 

クラスの一員という認識の要にもなっているダブルカウント(市独自の少人数学級編成)

が、今年度初めて先生が足りず、９つの学年が実施できませんでした。ダブルカウントの

存在は、新しくなった支援教育の案内資料のどこにも載っていません。これから、どんど

んクラスの一員ではなくなっていくのか、昨年の審議会でダブルカウントはなくさないと

いう結論になったと思いますが、教育委員会や市の方でこのことがしっかり共通理解され

ていないように感じます。 

通級を全校設置しました、その過程で支援学級の差別が生まれていくかもしれない、ダブ

ルカウントも知らない間にどんどん実施できずになくなっていく、となっては枚方の支援

教育は後退です。今まであった「クラスの一員」だということがなくならないためにも、

ダブルカウントの件は、答申の最初に載せてもらいたいのです。4.27 の文科省通知から

ずっと不安な支援学級の保護者を安心させてほしくてこの意見になりました。 

長くなりましたが、委員の方々、答申の件で反対あればご意見お願いいたします。以上で

す。 

 

（会長）ありがとうございました。小出委員から御意見をいただきました。 

 委員の皆様から御意見等がございましたらお願いします。 

 支援学級と通級指導教室、今現在、枚方では通級指導教室を設置するというようなこと



 

が進められていると思いますが、その中で差別的な発言があるというような現状を耳にし

ているということですね。 

 それにダブルカウントという、これまで枚方市が行ってきた通常の学級にも在籍してい

て支援級にも在籍しているというような、その在り方についてのもう少し広報をしっかり

としていってほしいというような御意見であったかというふうに思いますけれども、いか

がでしょうか。 

 

（井村委員）全面的に共感します。そもそも支援級、通級、いろいろこうカテゴライズす

るということというのが、多分やりやすいことなんだと思いますが、子どもはみんな一緒

で、どの子も障害あるなし関係なく、国とか言葉の違いとか性差別、性が関係なくみんな

同じというところが一番何か根っこ、中心に持っておいてほしいというのがあります。 

 なので、その意識があったらそういう言い方にはなってなかったと思いますが、どうし

ても何かカテゴライズすることというのが結構日常的に障害のある子を育てているとすご

く多くて、支援級、通級とか、そういうだけじゃなくて、私自身はとても意識の中ではす

ごく嫌な思いをし続けているということは、ここの委員の皆さんに知っておいてほしいな

と思います。以上です。 

 

（会長）ありがとうございます。 

 学校としての説明の在り方、通常の学級と、それから支援学級、それから通級指導教室

の説明のときの言葉の使い方であるとか、そのダブルカウント、基本的にはみんな通常の

学級に在籍しているという考え方、そういったことを大切にしていってほしいというよう

な御意見であったかと思いますし、日本の今の制度ですと、ある程度クラス分けというの

が連続性のある学びの場というのが準備され、そこで学ぼうというようなことというの

は、それは今の状況の中には、ある程度仕方のないところというのがあるわけですけど、

その意識の中で、みんなが一緒に学ぶんだというしっかりとした意識を持っていただくこ

とが枚方市の理念の中にも当たられているというふうに思います。 

 そのほか御意見のある方いらっしゃいましたらお願いしたいと思いますが、いかがで

しょうか。よろしいでしょうか。 

 

（野口委員）今後の予定を忘れてしまっているんですけど、今後議論する中で、就学支援

の在り方についてこれまでも話してきたと思いますが、何か今後それについて改めて議論

するみたいな場ってありますか。 

この説明の仕方にも関わってくるのかなと思いますが、まずお聞きしてもよろしいでしょ

うか。 

 

（会長）はい。事務局ではどうですかね。次回、将来の学びの場の選択について、話合い

を第４回で行っていこうというような方向性というのがございますし、それから基本的に

就学に向けての相談ということについては、これまでも話題には上ってきたかと思いま



 

す。どのような体制で行っているのかというふうなところが自治体によってはかなり違い

があるというようなところもございますので。 

 この点についてはどうでしょうか。事務局から何かございますか。 

 

（事務局） 

 次回は将来の就学についてご議論いただく予定にしておりますが、先ほどの野口委員か

らありましたにように、就学支援についても議論いただきたいと思います。それでもよろ

しいでしょうか。 

 

（会長）はい。できたらその就学に支援、学校に上がるときだけではなくて、その後のこ

とですよね。いわゆる支援学級から通常の学級への変更も含めてお話合いをする場という

のを第４回の審議会で設けていきたいというふうに考えておりますので、よろしいでしょ

うか。 

 その中でも、また小出委員から申し出ていただきました通級指導教室と支援級の在り方

であったり、いわゆる就学の進め方というふうな御意見をいただければというふうに考え

ていますが、野口委員、いかがでしょうか。 

 

（野口委員）ありがとうございます。例えば、今かなり多くの自治体ではそもそもこの就

学通知を出す時点で全員通常の学級に在籍するということをしています。例えば、国立市

では、通級や支援学級を本人や保護者が選択したい場合は選択していくという。基本的に

は原則通常の学級に全員が在籍するということを自治体として推進されている自治体もあ

りますので、そういった点、通級を設置すること自体への、小出委員の御批判というの

は、そもそも分けていくことへの今の井村委員のお話だったのかな。本人が分けられたく

ないのに分けられるみたいな、という状況への御批判なのかなというふうにも思いました

ので、この就学支援の在り方、就学をどういうふうに通知していくのかというところとか

もすごく関連してくるのかなというふうに思いましたので、何か次回その点も含めて

ちょっと議論ができるといいのかなと思います。 

 個人的には通級は全校設置賛成していますし必要だと思っています。やっぱりそれを利

用したい方が今設置されてないからニーズがないというふうに見えるだけで、設置される

ことによって、それを利用したいという方もたくさんいる。これは別に枚方市だけではな

くて全国であるので、ただ本人が利用したくないのに利用させるということはやっぱりよ

くないと思うので、基本的には通常の学級で全員学べるようにした上で、それで通級を利

用したい人が利用していけるような、そういう仕組みにしていくのも一つなのかなという

ふうに思って御意見させていただきました。次回、詳しくお話しできればいいのかなと思

いました。以上です。 

 

（会長）ありがとうございます。 

 日本の場合、スペシャルサポートエデュケーション、特別支援教育というふうに訳され



 

ていて、特別なことを行われるような印象がありますが、それではなくて個に必要な支援

をどう考えていくのかという。個別最適化という言葉もね、日本ではやっと出てきており

ますけど、その子にとって何が必要なのかを考えていくというようなことが非常に大切な

ことだと私もそう思っておりますので、今の野口委員からの御意見というのはよく理解で

きるところでございます。 

 それでは、今日の議案もありますので、今、小出委員からお申し出いただいたところ、

それから井村委員、それから野口委員からの御意見いただいたところについては次回も少

し議論するというような形で進めさせていただけたらというふうに考えております。あり

がとうございます。 

 それでは、本日はこれからの枚方市としてめざす支援教育における自立活動の理想的な

在り方、それから障害の状況に応じた自立活動の在り方、そして自立活動の取り組み方等

について共通認識を図っていきたいというようなことでの議論をしていけたらというふう

に考えております。 

 枚方市の小学校、中学校の中で支援学級での自立活動、どのような取組がなされている

のか。それから支援学級と通常の学級との連携、どのように行われているのか。支援学級

在籍児童のサポートについて、どのような形なのか。小中学校間でのその連携がどのよう

に進められているのか。そこで、今も出ましたけど本人、保護者の思いというところをど

う大切にしているのか。それから将来的な学びの選択というようなことだと。それについ

て御紹介をいただきながらというふうなことを考えております。 

 最初に、本審議会の委員でもある津田小学校の支援教育コーディネーターの奥野委員か

ら、小学校支援学級における自立活動の実践について紹介をしていただきたいと考えてお

ります。 

 続いて、第二中学校の支援教育コーディネーターの東野委員から、中学校支援学級にお

ける自立活動の実践について御紹介をしていただいて、その後でいろいろと皆様からの御

質問等、議論を進めていけたらというふうに考えております。 

 それでは、まず奥野委員、よろしくお願いいたします。 

（奥野委員）津田小学校で支援コーディネーターをしております、奥野と申します。よろ

しくお願いいたします。先ほど相澤会長から御紹介があったように、自立活動について本

校の取組を中心にお伝えできたらと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 津田小学校の取組についてお話しさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 最初に、支援学級での自立活動の取組、１番についてお話をさせていただきたいと思い

ます。 

 支援学級ですが、主に二つの学習について取組を御存じのとおり行っています。 

 まず一つは、教科指導です。ここが中心的になってくる部分もありますが、主に国語や

算数を一緒に勉強することが多くなっています。児童一人一人に応じて、その子の学年の

教科書の内容や、当該学年の内容をするわけではなく、下の学年に遡りながら、その子の

苦手なところやつまずいているところに遡って学習をすることや、また、教科横断的な学



 

習を行う場合もあります。どの学年の内容を学習するにしても、児童が落ちついて学習で

きるように、少しでも学習を理解できるように、児童に合った学習方法を工夫していま

す。机に座って勉強する以外にもホワイトボードを使い、その子が集中できるように気を

つけながら学習を進めています。 

 もう一つが、先ほどお伝えした自立活動になります。ここが子どもどもたちの課題に

沿ったとても大事な部分になってくるかと思います。児童一人一人の困難さや課題を把握

して、それを改善し軽減するために行う学習になります。週１時間以上行っていますが、

児童の内容や児童の実態によって１時間じっくり自立活動をする時間もあれば、１日１０

分間を毎日繰り返しながら形態を変えながら行っています。１対１で行う場合もあります

が、集団で行う等いろいろな活動をいろんな形で行っています。 

次に、支援学級での自立活動の取組について、詳しくお話しさせていただきます。 

自立活動の少し指導領域についてお話しさせていただけたらと思います。 

 表にあるように、自立活動には六つの指導領域があります。学校によってそれぞれだと

は思いますが、本校では、その授業の初めに子どもたちにできるだけ分かりやすい言葉

で、こういう自立活動をするよということを伝えて、児童がどんなことを今から学んでい

くのかというのをはっきりさせた上で始めるように心がけています。６区分を基に今から

自立活動のお話をさせていただけたらなと思っています。 

  

 まず、１つ目の健康の保持についてです。私は子どもたちの体に関する勉強だよと簡単

に説明していますが、生活習慣や自分の体の状態の理解に関する項目になっています。写

真にあるような、ストローを吹いている男の子がいると思いますが、舌の動かし方に少し

不器用なところがある児童ですが、この児童とはストローを使って息の使い方を勉強した

り練習したりしています。その下の表は、よく教室などに貼ってある表かと思うんです

が、声の大きさの調整が学級で難しかったり、なかなかうまくいかないお子さんがいた

ら、その子と声の適切な大きさを示した物差しを使って学習をしたりということをしてい

ます。 

 ２番目の心理的な安定についてです。これは気持ちに関わる勉強だよと伝えています。

気持ちのコントロールや自分の生活上の困難をいかに克服していくか、ちょっと難しいで

すが学んでいます。情緒の安定を目的とする児童とはゲームをしながら、この丸い青い

カードですけれども、ゲームを通じて勝ち負けの際にどうやって気持ちを表していくか。

勝ったとき、負けたときの気持ちの表し方などを勉強する。あとはスポーツマンシップと

いった勝負ごとのルールなども勉強することがあります。 

 また、自分の気持ちの表現の仕方について、こういう気持ちの表現の仕方があるよ、こ

ういう表情を見たらこんな気持ちになるんだよというような勉強をしたりすることもあり

ます。 

 ３番目が、人間関係の形成に関する学習です。ここは人との関わりの勉強だよと伝えて

います。ここでは他者の関わりや他者理解、集団への参加を目的とした学習を行っていま

す。津田小学校では、ピアーズプログラムという高学年対象にソーシャルスキルを目当て



 

とした学習を行っています。そういう友達同士で関わり方を学習する、勉強したりする時

間であったりとか、あとは下にあるような、こんなときどうしたらいいかなという正しい

行動について学ぶということを行っています。 

 ４番の環境の把握では、感覚や認知能力に関する課題、ちょっと難しいですが、見たり

聞いたり覚えたりする勉強だよというふうに子どもたちには伝えています。例えば、短期

記憶がなかなか難しいお子さんには記憶力が少しでも高まるようなトレーニングを行った

り、眼球運動に少し課題があるかなという子さんとはビジョントレーニングを行ったりし

ています。 

 ５番目の体の動きです。ここはそのまま動きという言葉で説明をしています。例えば、

日常生活に必要な体の動きが少しぎこちないお子さんだとか、そこに不器用さがあるお子

さんと指先を使って練習、細かな動きの練習をしたり、あとは体を動かして運動面の練習

をしたりということを行っています。その写真にあるのは魚釣りゲームで細かい動きを楽

しみながら練習している様子だったり、新聞をどれだけいかに細かくちぎれるかという

ゲームをしてみたり、楽しむことができるようにできるだけ工夫をしています。 

 ６番目の、コミュニケーションについてです。これは話すことと説明をしています。こ

こではそのままですが、コミュニケーションを友達同士で上手に取れるような練習を行っ

ています。私と児童の写真があるとは思うんですが、実際に練習で会話をして、こういう

会話の仕方がいいよね、こういう言い方がいいよね、こういう言い方はちょっとよくない

よねということを実際に練習しながら、クラスでも自分の学級でも生かせるように練習を

行っています。 

 ドラえもんを使ってドラえもん持っている人が今は話せるよ、他の人は聞いておこうね

という会話の練習をする。すごろくを使ってコミュニケーションを取りながら、すごろく

で楽しむというような活動を行っています。写真にあるのはほんの一例で、必ずしもその

区分ごとに別々に指導しているわけではなくて、相互にいろいろ関わり合いがあるんです

けれども、こういった視点を大事にしながら自立活動を行っています。自立活動は週１時

間だったり、１時間内に１０分だったりという時間ですけれども、楽しみながらできるこ

とが多いので、子どもたちもすごく楽しみにしながら取り組んでくれています。 

 支援学級在籍の児童は、やっぱりクラスでちょっと困ったことがあるなとか、これがで

きるようになったらいいなということを抱えている児童が多いので、支援学級において、

自分の課題と向き合いながら学習するとともに、自分のいいところとか得意なところを伸

ばしていくことや、訓練とか学習とか練習という、やらないといけないという感じではな

くて楽しみながらチャレンジしていけて自分の自信を持ってクラスでも頑張れるというこ

とを大事にしながら日々取り組んでいます。 

 ただ、担任の方がいろいろこんなのどうか、あんなのどうか、と考えていても、この子

にはちょっとはまらなかったなとか、これで力がなかなか伸びなかったなということもも

ちろんあるので、日々試行錯誤しながら授業を行わせていただいています。 

 津田小学校の実践は、以上です。 

 



 

（会長）はい。ありがとうございました。東野委員、中学校での自立活動の取組について

御紹介をお願いしたいと思います。 

 

（東野委員）はい、お願いします。 

 今、津田小の奥野委員の話を聞かせていただいて、私も小学校でも似たようなことをさ

れているので、そういう意味では小中の連携といいますか、同じようなことをしているの

であれば子どもたちも連続性をもって自立活動に取り組めるのですごくいいなと改めて感

動しておりました。 

 小学校と中学校の違いというところも含めてちょっとお話しさせていただきたいのです

が、やはり中学校になると、小学校ではできていたのに中学校になると気持ちの面では思

春期ということもあり、なかなか支援に来ることができない子も増えてきている。それか

ら自立活動になるとちょっと照れが入ってなかなか進まないという子も実際います。 

 そんな中で、本校では、次年度に向けて３月の初めに、必ずどの学年も保護者の方と本

人と、それから支援コーディネーターと面談をさせていただいた上で、この１年間でこん

なことできるといいなという目標をみんなで決めて、その目標を少しでも達成に近づける

ようにということで自立活動を一人一人違うものになりますが設定してさせていただいて

います。 

 先ほど、奥野委員からもありましたように、中学校も１日１時間自立活動を行うという

ときよりも、１日１０分ぐらいをこまめに行うというときのほうが多いです。というの

も、やはり進路がこの先に控えていますので勉強も頑張らせてほしいという保護者もすご

く多くいらっしゃいますので、学習も含めの中で１０分間自立活動しようという時間が多

くなっています。 

 同じく、６区分に分けて御説明させていただきます。 

 まず、健康の保持についてです。この写真なんですが、真ん中の左上にいる生徒さんな

んですが、彼は週１回一、二時間支援学級にだけ登校しているというお子さんですが、大

勢が前を向いているという教室の空間が無理だということです。例えば、グラウンドで体

育しているという状況でも、そのグラウンドの前を通れないんだというお子さんなんです

けども、何曜日の何時間目にグラウンドに人がいないので、この時間に支援学級においで

というのをお話しさせていただいて、決められた時間に起きて、この曜日のこの時間に行

くんだという生活リズムを崩さないようにして、保護者の方と何とか協力をいただいて、

この曜日のこの時間だけというふうに登校しているお子さんです。すごく作業が好きなの

で意欲的に頑張っています。 

 同じ健康の保持の中でも障害の特性の理解と生活環境の調整に関することです。この

カードは何かと言いますと、すごく友達関係は良好なんですけども特定の友達とのコミュ

ニケーションはできますが、ＳＯＳを出すのがすごく苦手。特に大人に言うのが苦手なお

子さんがいらっしゃって、クラブをしている中で、この時期は雷が鳴って途中で急に中止

になっちゃうというときがあります、そういうときにデイサービスのお迎えがあるんです

が、ちょっと早めに迎えに来てもらわないといけなくなる。でも、職員室にＳＯＳを出し



 

に行けなかったということで、お迎えを２時間待ったというお子さんがいらっしゃって、

すごくそのとき不安だったというのを後から聞いたという事案があり、どうしようかなと

保護者の方と本人と相談した上で、このカードを持って職員室に行く練習をしてみようと

いうところから始めて、今このカードを持ってきてもらうということが２回ぐらい成功し

てはいますが、そういった取組をしています。 

 続いて、心理的な安定についてです。状況の理解と変化の対応に関することということ

で、この写真は３年生とのお別れ会というものをしたときに、生徒たちですごろくを作っ

て楽しんだという場面です。ちょっとかわいいポーズを取るだとか、３年生が必ず止まっ

て自分たちにありがとうと言ってというコマがあるんですけども、子どもたち自身で作っ

ているので私たちよりすごく面白い、そんなところを聞きたいんだということとか、お母

さんのいいところを三つ言うとかというのも恥ずかしながら言ってやったんですけども、

この画面で言うと場面緘黙の生徒さんがいて、特定の先生と２人きりでしか授業ができな

いというお子さんもいらっしゃったんですけども、その子も最後、先生に言われたポーズ

を真似してかわいいポーズを取って、すごいかわいいって言われたら照れながら、もちろ

ん言葉を発することはなかったんですけども、みんなとコミュニケーションを表情で伝え

ながら楽しんだということがありました。こういったこともやっています。 

  

 同じく、心理的な安定で状況の理解と変化への対応に関することで、これはマイタイム

という時間を作っています。５０分の授業の中で残り１０分は自分の心を安定させること

を何でもしていいよということで、キーボードを弾く子、それから絵を描く子、それから

得意ではないけどギターを弾く子とかがたくさんいます。その中で、左側の写真の左の女

の子は２年生のときにちょっと体調がコロナの後の後遺症ということでなかなか体調が戻

らなくて、２年生のときはほとんど欠席していた子なんですけど、２年生でギターを弾き

たかったんだけど弾けなかったのでギターを教えてほしいなといった、弾いている男の

子、コードしか弾けないんですが「教えて」って３年生の子が２年生の子に聞くという場

面がすごいほっこりした場面がありました。こんなふうにしていろんな学年の子が自分の

得意を披露しながら心の安定を保っています。 

 人間関係の形成についてです。他者との関わりの基礎に関することということで、こち

らはだんだん思春期ということで異性というものを意識し始めるというのがすごく強く

なってきて、人との距離感というのがなかなかつかめなくてというお子さんも増えてきま

す。そのような中で近い人、とても近い人というその区分がある中で、こちらはＬＩＴＡ

ＬＩＣＯの教材を使わせていただいて、普通であれば近い人というと友達というレベルな

んだけど、もうちょっと話ししたことがある人は近い人と認識しているとかというのが、

私たちのその会話の中では分からないので、こういったワークシートを使ってみてどうい

うふうに感じているのかなというのを見てみたりして、実はこんな部活のちょっと仲いい

子とかも近い人になるんだなというのを感じています。 

 環境の把握についてです。この写真は何をしているところかといいますと、絵をこちら

で用意するなど子どもたちが簡単な絵をちょっと描いて、人に伝えられやすい絵を描いて



 

みようということで、１人の子が書いて、それを口で伝える。次の子がそれを耳で聞いて

絵で描いてみるというのを伝言していこうというゲームをやっています。簡単ですけど

も、へんてこりんになって子どもたちが何これ何これって言いながら言葉で図形を伝え

るって難しいねと言いながら、認知や行動の手がかりとなる概念の形成に関することって

なっているんですけども楽しみながらやりました。 

 続いて、身体の動きについてです。これは子どもたちが大好きな卓球です。手前の子は

３年生で、奥の子は２人とも１年生ですけども、残り１０分のマイタイムでも３年生に勝

つんだと１年生が一生懸命頑張っています。 

 身体の動きということで、ビジョントレーニングや間違い探しというのもやっていま

す。どうしてもスマホを見ること、タブレットを見ることが多くなってきて画面を注視す

ることが多いので、右左の目の動きというのを鍛えようということでやっている子もいま

す。緘黙の子とかはこれをすごくやって、これを機にコミュニケーションを取ることもし

ていました。 

 コミュニケーションについてです。これは学校外に出て地図を見ながら探索しましょう

というのをやっています。左側はコープ内の、この絵はどこにあるでしょうかというのを

みんなでわいわい言いながら、これ知っているとか、これあそこにあるねんでとか、これ

分からへんとかみんなで会話しながら行きました。 

 ２番はフィールド・ビンゴというのをやりました。歩いてどこでもいいから歩いていっ

て、これを見つけましょうというのもやっています。一番難しかったのがヘリコプター

で、なかなか見つからなかったんですが、最後に本当にもう諦めかけたときにヘリコプ

ターが来て、「ああ、来た」というのですごく子どもどもたちの思い出になっています。 

 最後、ふだんの写真ですが、以前、審議会でお話しさせていただきましたが、本校では

一つの教室で１人の教師が数人の生徒というスタイルではなくて、一つの教室にみんなで

集まって学習をしているというスタイルになっています。ふだんから関わりがあること

で、ちょっとしたことでコミュニケーションが増えるかなということでこういう形を取ら

せていただいています。 

 ただ、どうしても音が気になるとか、１人になりたいというお子さんもいらっしゃいま

すので、そういうお子さんは別室や他の部屋での勉強という形を取らせているときもあり

ます。 

 以上になります。 

（会長）はい。詳しく具体的にお話しいただきましてありがとうございました。 

 小学校と中学校の支援学級での自立活動の取組についてお話を伺いましたが、委員の皆

様から御質問等がございましたらばお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 それでは、続けて、支援学級と通常の学級の連携というようなことで、奥野委員、お願

いいたします。 

 

（奥野委員）日々の支援学級と通常学級の連携についてお話をさせていただきます。ここ



 

がなかなか学校のほうでも課題がいっぱいあるところではあるんですけれども、できる限

り連携、共有ができるようにということでいろいろ試行錯誤しながら津田小学校では行っ

ています。 

 まず一つが、Google classroom というアプリを使った共有方法です。これは保護者向

けに、子どもどもたちこんなこと頑張りましたよという連絡を毎週していますが、そこに

校長や教頭、それから通常学級の担任、関わりのある先生にも入っていただいて、今日は

こんなことをこの子は勉強してきたんだなということが分かるようにアプリを活用して共

有をしています。写真も一緒に送ることができるような機能があるので写真を送ったり、

動画を送ったりというふうなこともできるようになっています。保護者の方と連携を取る

とともに、教員同士も連携が取れるかなということで活用を行っています。 

 それから、学年付きということを津田小学校では行っています。学年会という会議を学

年では持つことがありますが、そこに各学年に１人ずつ支援学級担任も参加させていただ

いて、その学年の行事であるだとかどんな勉強をしているかだとか、児童がどんな様子な

のかというところを一緒に共有できるような時間を持つようにしています。 

 また、行事の話合いはもちろんですが、その行事の練習だとか、当日も、その支援学級

の担任と通常学級の担任が共に行動して一緒に児童を見ることができるような、ほかの子

も含めて指導ができるようにということを工夫しています。学年の会議に支援学級担任も

参加することで、その学年が何をしようとしているのかだとか、学習内容の進度であるだ

とか、通常の学級での児童の様子、ちょっとここ難しそうだったよとか、ここはこうして

あげたほうがいいんじゃないかなとか、合理的配慮はこうしたほうがいいかなという話を

できるようになりました。今まで、今日こんなことがあってという時間を取ることがなか

なか難しいというところが課題だったんですが、その会議の月に１回、２回ではあります

が、時間を決めることでじっくり話すという時間をつくれたかなと思います。なかなか共

有する機会はこの二つだけでは不十分な部分ももちろんあるので、いかに日々今日こんな

ことがあったんだよとか、こういうことどうしていこうということを話す時間を確保する

かというところが、まだまだ課題はあるかなと思っています。 

 それから、児童は支援学級での学習以外のほとんどの時間は通常の学級で過ごしていま

す。ただ、支援学級の児童が学級でどんな勉強をしているのかな、どんな様子なのかな、

合理的配慮は適切になされているのかなとか、ほかの児童との関わりは大丈夫かなという

ところがなかなか支援学級の担任からは見えづらいというところがあるかと思います。 

 また、逆に、支援学級でどんな自立活動しているのかとか、どんな学習をしているのか

というところが通常の学級の担任からもなかなか見づらいという部分があって、それぞれ

の学習内容がリンクしているのか、個別の目標等、その目標に応じた学習支援ができてい

るかというところがなかなか見づらい部分がありました。そこを解消していくことが児童

の学びの深まりや自立に近づいていくんじゃないかなと思い、連携ができるように取り組

んでいるところです。 

 連携については、以上です。 

 



 

（会長）ありがとうございます。 

 それでは、東野委員の中学校での連携については、いかがでしょうか。お願いいたしま

す。 

 

（東野委員） 中学校は教科担任制なので、基本的には全ての先生方の情報共有が必ず必

須だと考えています。ですので、何気なく話す時間の確保というのは、必ず教科の先生は

１時間の授業が終わったら戻ってこられるので、今日こんなことがあって、この時間にこ

んなことがあってという共有は日々させていただいています。何気ない会話の中から出て

くるという言葉の行動というのが、すごく次の時間に生かされるかなということで皆さん

お話ししていただいています。 

 それ以外にも、第二中では連絡帳というものを子どもたちに渡しているんですけども、

そこに保護者に記入していただける欄があるんですけども、そこを必ず連絡帳を私たちが

朝回収させていただいて、気になることがあれば朝に職員会議というのがあり、必ずそこ

で報告させていただいています。その連絡帳は日中どうなっているかというと、必ず教科

の担任の先生が出席簿というのを持っていかれるので、そこの棚に連絡帳を１人ずつ一緒

に入れさせていただいて、今日また先生が連絡帳を授業に持っていって授業が終わったら

戻すというシステムを取らせていただいています。ですので、誰がいつでも連絡帳を読め

る。逆に書き込めるというようにもしています。なので、例えば授業でこんな発表頑張っ

たよとかも書いていただけますし、次にこれを持ってきてねとかいうのも書き込めるよう

にさせていただいています。 

二つ目としては、中学校では必ず支援担が学年所属していますので、学年の会議というの

は必ず入らせていただけています。なので、そこで支援学級のお子さんはどうですかとい

う会議の中で話が出るので、そこで交流させていただいています。 

週１回、生徒指導の会議というのもありますが、そこにも支援コーディネーターが参加

させていただいて、子どもたちの様子を話させていただいています。 

 最後は、何より職員室で私がわーわー言いながら子どもたちの様子を伝えていますの

で、ちょっとのことでも今日先生こんなことあったよというのを会話させていただいてい

るのですごく助かっています。 

 以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございました。 

 小学校と中学校の支援学級と通常学級の連携についてというようなお話をしていただき

ました。 

 委員の皆様から御質問ございましたらばお願いしたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

 一つお聞きしてもよろしいでしょうか。 

 お二人に小学校と中学校でということで、自立活動の課題についての共通理解というよ

うなことについては、教科担任の先生、中学校。小学校はクラス、学級担任の先生とどれ



 

くらい行うことができているのかなというのをちょっとお伺いしたいなと思っているので

すが、いかがでしょうか。 

 まず、奥野先生からお願いしてもいいですか。 

 

（奥野委員）まず個別の教育支援計画という計画を年度最初に必ずつくりますので、そこ

でこの子はこういう目標でやっていこうということを共につくりながら共通認識はしてい

るところです。 

 ただ日々、目標がちょっとずつ変わったり、子どもたちの様子によって目標が達成でき

て、また違う目標にということにはなってくるので、そこはもう口頭で次こんなこと頑張

れたらいいよねというやり取りをするという形になってくるかなと思います。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。東野委員、いかがでしょうか。 

 

（東野委員）はい。第二中では４月の最初の会議で、子どもでもたちの画像も載せながら

子どもたちの課題、こんなふうに１年間頑張っていこうと思っていますというのを１人ず

つ職員会議等で話して共有させていただいています。 

 個別の教育支援計画は担任の先生とは共有させていただいていますが、教科担の先生と

のリンクというのが実はできてなくて、すごくプライベートなものなので紙で回すという

こともできないですし、ここに入っている情報を見ておいてくださいということで終わっ

てしまっているので、その辺りのリンクが今後の課題かなと思っています。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。 

 実は、なぜこういうことをお聞きしたかというと、自立活動の評価を行うというとき

に、先ほどの話題の中にも出てきました人間関係の形成であるとかコミュニケーションと

いうのは、通常の学級の中で発揮できていくというのがその評価につながっていくのでは

ないかなというふうに思って、その辺の連携とか情報交換というふうな辺りのところはど

うなんですかというふうにお聞きをしたんですけど、その点についてはどうでしょうか。 

 奥野委員からお願いしたいと思いますが。 

 

（奥野委員）そうですね。そこももう会話になってくるかなと思いますが、子どもどもた

ちの日々の今日どうやったみたいな話から、うまくいったとか、いやちょっとけんかして

しまったとか、やっぱりそうやって子どもどもたちとの会話から探し出すことが多いとい

う部分と、やはりクラスに入り込むというか、クラスの中に入って子どもたちの様子を見

るというのも一つだと思いますし、クラスの担任の先生に、ここうまく行っていたかなと

いうのをちょっと託すというか、見ておいていただいて後で聞くというのもあるかなとは

思います。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。東野委員はいかがですか。 



 

 

（東野委員）全く同じですが、私も会話の中から取り入れるのと、あと特活や総合という

授業があるので、そこになるべく支援担は参加していろんな教室行って子どもたちの様子

を見るようにしています。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。 

 もう１個だけお話しさせてもらうと、自立活動というのはもともと特別支援学校、最初

は重度重複のお子さんたちというところから、その子たちに明文化していきましょうねと

いうのが始まって、支援学校が中心に進んできたのが今回の学習指導要領の中で通級指導

の子どもたちにもとか、特別支援、みんな支援級の子どもたちもというふうにだんだん広

がってきているというのがあります。もともとは自立活動というのは時間の指導と時間外

の指導というのがあるんですよ。それは道徳と似ていて特別の教科、道徳という時間の指

導と、それから道徳教育というのは学校の教育活動全般で取り組んでいきましょうねとい

うことになっていると思います。それと似ているように時間の指導というのと、それから

自立活動の学校生活全体で取り組んでいく自立活動というのも本来はあるべきだというふ

うに僕は考えていますが、そこが結構置いていかれていって時間の指導だけというような

意識というのが強くなっているのではないかというふうなことがあると思います。 

 ですので、通常の学級の先生たちは自立活動の内容を知らないというようなことが起き

ていますが、その辺の理解を進めていくというような共通の話題として話せるようになっ

てくる、私たちで話している、奥野委員も東野委員も話してらっしゃるので、そういった

ことというのがすごく大切になってくるのではないかなというふうに考えているというと

ころがあったところでございます。 

 ほかの委員の皆様、御意見ありましたらお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 はい、小出委員、どうぞ。 

 

（小出委員）私の学校は３階建ての校舎で２学年ずつ構成されている学校ですけど、１階

から３階までどの階にも支援学級のお部屋が設けられていて、私の子どもの場合は、私の

子どものクラスの隣が支援学級のお部屋なのですが、その支援担任の先生が大体いてくれ

ているので、すぐにいろいろ聞けるという環境があるのもあって子ども同士で揉めている

とかあったときにも支援担の先生が話を聞き取ってクラスの担任の先生にも、会話の中で

情報共有しているそうで、今この授業も何やっているかというのも日々すごく連携されて

いるのが見ていて思っています。自立活動のところですが、支援学級の時間に友達と揉め

た内容とかを振り返っていろいろ話されていたりもありますし、実際に、じゃあ次はお友

達にこう言ってみようというのをクラスの担任の先生にも伝えてくださっているようで、

クラスの先生も実際お友達に伝えたときどんな反応だったとか、どういう状況だったとい

うのも、クラスの先生から支援学級のクラスの先生にすぐ伝えてくださっているというの

も見かけたりしました。 

 コミュニケーションの面ではすごく連携しているのも見ていて、指先とか課題とか、今



 

クラスで何しているというのも支援の先生は常に気にしていて、今の何の時間しているの

かなとすぐ見に行く感じ。毎回見に行って、今こんなことしていたからこれしようという

のもすぐ言っていたり、近い関係というのと、クラスの学習でタブレットを使うことが多

いと思いますが、そのタブレットの資料を送るときも支援担の先生も必ず名前のところに

入っていて、今クラスでどんなことしているかというのも常にできる限り分かるようにし

てはるなというのをずっと思っていて、クラスの先生が今こんなことしていますよという

のを支援の先生に伝えに来るというのもすごく頻繁に行われているのもよく見るので、私

の学校のほうは、クラスが少ないのもありますが、すごく連携されているんじゃないかな

と思っています。以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございました。今、小出委員のお話にもありましたけれど、続

いての話題というところで、支援学級在籍児童のサポートというところと、もう一つは、

小中学校間での連携ということについてお話を伺うという予定にしておりますので、ちょ

うどいい振りをしていただけたというふうに思っておりますが。 

  

（井村委員）すみません。さっきのところでちょっとお伝えしたいんですけど大丈夫で

しょうか。 

 

（会長）はい。井村委員。どうぞ。 

 

（井村委員）相澤会長が最後におっしゃっていたようなことを、ちょっと似たようなこと

を私今感じていたんですね。とても丁寧に自立活動の取組してくださっているなと思って

ちょっと感動していましたが、ただ、どもお子さんの個人に対しての何か自立活動を、ど

ちらかと言えば親とか周りの大人の側の視点でこうなればいいな、こういうふうにできる

ようになればいいなというのをすごく感じていました。話を聞きながら。 

 私は去年ずっと自立とは一体何ですかというのをずっと聞いていたと思うんですけど

も、学校を卒業してからが本当の自立に向かっていく。その基盤づくりになると思うんで

すよね。学校時代というのが。その自立活動という教科とか科目をするわけではなくて、

本人が社会に出ていったときにどう自立していくかというのがとても大切なわけですよ。 

 そのためには、この子がどんなふうになってほしいかというよりは、この子がどう決断

したいか、どんなふうに生きたいかというのが自分で決めて自分でどういう生き方をした

いかというのを考えていくようなことを促していく必要というのがすごくあるのと、あと

周りの子どもたちに対しても同じだと思うんです。周りの子どもどもたちが、自分が何を

すべきか、何をしたいかというのが考えられるということというのはとても大事なことだ

と思いますが、それプラス障害のある子にとっては今、障害のある人たちというのが社会

の一員で、同じように自分が何かで苦しむ場合もあって誰かに助けてもらわないといけな

いということも、みんな一緒に共に過ごしていたら分かってくることですよね。そうなっ

たときに、どうやって同じ社会をみんながハッピーに生きていけるかというのも学んでい



 

かないといけないというか、考えていく思考を養っていかないといけないと私は思ってい

るんです。 

 だから、今、ここの学校を卒業するまでの間には、こういう目標を立てようというの

は、それはいいと思いますが、それだけではなく、将来１０年後、２０年後、どうなりた

いか、どうありたいか。その子にどんな力をつけてあげたいかという目標をしっかりつく

るというか、多分つくらないといけないのは本人だと思うんですよね。その本人がどんな

ふうになりたいかというのを、そういうことが考えられる、考えることができて、自分が

こうやりたい、こう決断するというふうなできるようになったときに私は自立かなって

思ったりするところがあるんです。 

 だから、そういう何か促していくのと、できないところをどうサポートするかというの

は本人がサポートするわけじゃないから、周りがサポートするわけだから、その周りのサ

ポートを一緒に考えてくれる仲間をつくるとか、そういうこと、そういう意識を周りの子

どもたちに持ってもらうとか、みんなでやっぱりそういうことも一緒に育てていくという

ことが、それこそ共に生きるという社会への実現のためだと思っているので、何かそこの

意識とかも何か持っておいてほしいなというのがあります。以上です。 

 

（会長）はい、ありがとうございます。今日のこれから先のところで、本人、保護者の思

いであるとか、あと将来の学びの選択というようなところでお話をいただく予定にしてお

りますので、今の井村委員のお話については、そこで少しまたご議論できたらと思ってお

ります。 

 まず、支援学級児童生徒のサポートについてというところと、それから、小中学校間で

の連携をどう取っていったらいいのかといったようなお考え等について、奥野委員からま

た御提案をいただけたらと思いますが、お願いいたします。 

 

（奥野委員）支援学級在籍児童のサポートについてお話を進めさせていただきたいと思い

ます。 

 先ほど、支援学級担任と通常学級担任の連携のところでも少しお話をさせていただきま

したが、まず、時間割を組む際に、私は少し工夫をしました。その際にどう工夫したかと

いうと、できるだけ授業をうまく工夫して学級担任の先生に協力していただいて、授業の

ない時間を確保して、その時間を利用して通常の学級の方へ入り込みができる時間を確保

しました。その時間はこの子に必ずつくというわけではなくて、そのクラスや学年、子ど

もたちの様子を全体で見回して学習のサポートができないかどうかを見ることや、先ほど

もお伝えしましたように、合理的配慮がどうなされているかというところや、こんな配慮

がもっと必要かなというところを見たり、あとは在籍以外の児童の困り感にちょっと寄り

添えるようなサポートができないかなども行うようにしています。 

 これによって、通常でどんな勉強をしているか、どんな様子なのかというのが少し見や

すくなってきたのではないかなということと、子どもたちをすぐにその場で困っていると

ころをサポートしやすくなったかなと思っています。 



 

 また、枚方市で特別支援教育支援員を配置してくださっているというところも活用しな

がら、困っている児童の横で支援ができるようにということで、支援員さんもフルに活用

させていただいています。 

 また、校内体制として校内支援委員会を設置しています。ここで月一、二回、学校の先

生方と一緒に、在籍児童はもちろんのこと、通級指導教室利用の子どもたちの様子だった

り、ほかに配慮の必要な児童がいるのではないかという話をしたりだとか、また、不登校

のお子さんだったりということでいろいろな話をして子どもたちをどうサポートしていく

かということを話し合っています。年２回、全職員で、配慮がいる子どもたちに対して情

報を共有する時間も設定し、情報共有を行い、多くの目で子どもたちを見ていけるように

ということを工夫させていただいています。児童のサポートについては、以上です。 

 小中学校での連携についてです。ここが今までなかなかうまく連携できていなかった部

分ですが、小中学校間でいろいろ話をしまして、支援教育コーディネーター同士の交流を

始めるように今年度から始めました。何をしているかというと、学期に１回支援教育コー

ディネーターを中心に、支援担も時間があれば集まって、それぞれの学校の取組だったり

情報交換を行うようにしています。なかなか小学校は中学校の支援学級でどのような学習

をしているか、学習のシステムや教科担任制などシステムが変わるところで、どう課題と

向き合っているのかとか、どう評価されているのか。進路指導どうしているのかというの

が全くやっぱり分からないところがあったので、懇談でも６年生の保護者や児童に対して

なかなかお話が難しかった部分が今までありました。直接、中学校に聞いてくださいとい

うことがあったんですけれども、そこをできるだけこちらでも分かる範囲でお伝えできる

ように、中学校の仕組みや支援の内容などをお聞きするということを今年始めました。初

めて知ることが多かったので、そうだったんですねということを聞きながら、懇談で保護

者の方に「これって中学校どうなんですかね」って聞かれた際にも答えることができるよ

うになったかなと思います。 

 小学校の教員も中学校について知ることによって、その支援に在籍している児童も通級

を利用している児童も、中学校でどうしていったらいいかな、どこの学びの場が一番適切

かなというところを適切に選ぶことができるように、小学校のほうでも適切なアドバイス

だとかお話ができるように努めているところです。小中学校の連携については、以上で

す。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。今年から中学校との連携ということを始めて、す

ごく効果的だというふうなお話をいただけたかと思います。 

 続きまして、東野委員からも中学校のサポートであるとか、中学校区の情報共有、連携

等についてお話をいただければと思いますが。東野委員、いかがでしょうか。 

 

（東野委員）はい。支援学級在籍児童のサポートについてということで、第二中では二つ

の小学校から進学する生徒がほとんどですので、二つの小学校の支援教育コーディネー

ターの先生と連絡を取っています。 



 

 本校では、毎年６月にその二つの小学校から６年生の児童と保護者の方に来校していた

だいて、現１年生の授業、それから支援学級での授業を見ていただき、保護者の方だけで

はなく、小学校の支援教育コーディネーターの先生も残っていただいて、うちの中学校の

支援学級というものの説明会をさせていただいています。小学校５年生とか４年生の方も

来たいとおっしゃるんですけども、ちょっと人数が多くなるので６年生だけという形には

させていただいていますが、そこで支援教育コーディネーターの先生にお話しさせていた

だくことによって、中学校の支援学級の内情というのを分かっていただいて、ちょっとそ

こで、まず５年生、４年生の保護者の方にコーディネーターの先生を通じてお話ししてい

ただいているという形になっています。 

 その中では、実際の写真やこんなサポートを行っていますが、いろんなお子さんがいる

のでどんどん、こんなこと困っているんですというのはもう６年生の段階からお話しして

いただいて大丈夫ですという形で話させていただいています。それ以外の小さい質問もあ

り、大きい質問でも何でもいいのでコーディネーターの先生を通じて質問していただい

て、実際に回答するということもあります。明日もありますが、６年生の保護者の方で

やっぱり心配やから、うちの子の話聞いてほしいという方もいらっしゃいますので、そう

いう相談とかというのも実際にやっております。 

 昨日だったかな。ある小学校のコーディネーターの先生から、今５年生の児童で、小学

校でこういう状態で過ごしているんだけども、中学校に行ったらちょっとついていけない

ですよねというふうに御相談いただいて。そうですね、ちょっと難しいかもしれないの

で、このままだとちょっと難しいかもしれないから、こんなことを始めたらどうかなと

か、保護者の方と一旦相談しながら、どんなことできるかちょっと一緒に考えながらやっ

ていきませんかというお話も実際にさせていただいたということをしています。 

 以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございました。 

 お二人にお話をしていただきましたけれども、御質問等がございましたらばお願いした

いと思いますが、皆様いかがでしょうか。 

 これから先の話題とも関わってくるかと思いますが、自立活動の話を中心にということ

でございますけど、いわゆるこれから先の進路のことを考えていくということになると、

やはり支援学級というのは枚方の高等学校では設けているところもありますけど、多くは

なくなってしまうというようなことを考えると、これから先のことというのをどう考えて

いくのかというのが一つ課題になるかというところもございますので。 

 それでは、先ほどの井村委員からのお話もありましたけれども、本人、保護者の思いで

あるとか、それから将来的な学びの選択に向けてというようなことについてお話しをお願

いできたらというふうに思いますが。 

 奥野委員から、続けてお願いしたいと思います。どうぞ。 

 

（奥野委員） 



 

 本人と保護者の思いについてです。少しずれがあるかもしれないですが、津田小学校で

は通級を利用する、支援学級に入級するというところに行き着くまでに段階を踏んだ学び

の場の利用を決定するというところを進めているところがあります。入級までのステップ

というふうに書かせていただいていますが、そこを全校で共通理解した上で学びの選択を

しています。そのときに、もちろん保護者の方の思いだとか、本人がどうしたいか、勉強

をもっとしてみたいとか、こんなふうになってみたいという気持ちも大事にしながら、こ

のステップに応じて学びの場を決定しているというところです。 

 まず、ステップを追っていきますが、ステップ１では通常の学級の担任の先生における

ユニバーサルデザインの観点を取り入れた授業を実施していきます。その中で、もしこの

子は個別の支援が必要だな、ちょっとここでつまずいている、困っているなということが

あればステップ２に進んでいきます。 

 ステップ２では、担任や校内委員会にその子の話題を取り上げ、情報共有を行っていき

ます。もし保護者の同意があれば、そして子どもたちがそれでやってみたいということが

あれば個別の支援を行い、授業観察を経てどんな合理的配慮ができるか、通常の学級でど

んな支援ができるかということをステップ２では考えています。 

 その授業観察を実施することで個別の支援がもっと必要ではないか。通級指導教室の利

用が適しているのではないかという場合はステップ３に進んでいきます。ここで通級指導

教室を利用して個別の支援を行うことになります。 

 そこで成長が見られた場合は、通級指導教室の利用を終了しますし、継続的な支援が必

要な場合は、本人に確認した上で、保護者の同意を得て、支援学級の入級について話を始

めます。もちろん保護者の願いを全面的に聞く、子どもの願いを聞くというわけではなく

て、学校の中でも校内委員会を通して、この子にとって適切な学びの場はどこなのかにつ

いて、しっかりと議論した上で決めていきます。 

 この子にとって、どのような支援が必要なのか、というアセスメントを実施します。通

級指導教室の担当の教員が１年生で読みの授業を定期的に行います。そこで読みの力の伸

びの度合いを見ることで、子どもの困り感やつまずきをアセスメントします。 

 通常の学級の先生が、個人懇談で保護者と、ちょっとここにつまずきがあるようです。

ここはちょっと支援が要るかなというところをお話ししていただいて、平仮名教室という

ことを放課後に実施させていただいています。そこで平仮名の読みの力の伸びを見なが

ら、もしかしたら通級の利用が必要なんじゃないかな。いや、この子はちょっと力がつい

たから通常の学級で頑張れそうだなというところをアセスメントして利用を勧めていま

す。 

 これらのステップを踏む上で大事なのは、表題にもありますような本人と保護者の思い

です。本人がやっぱり学びたいとかやってみたいという気持ちがないとなかなか支援とい

うのは難しくなってくるというところはあります。本人の気持ちを聞いて、その上で保護

者にこういうところで学ぶのはどうでしょうかといったところを聞きながら、学びの場が

適切に選択できるようにということを行っているところです。以上です。 

 



 

（会長）はい。ありがとうございました 

 それでは、将来的な学びの場の選択ということについても何かございましたらばという

ふうに思います。 

 

（奥野委員） 

 将来的な学びの場についてです。先ほど中学校との連携についてのところでもお話しさ

せていただきましたが、中学校で適切な進路選択ができるようにということで、５年生の

懇談会ぐらいから保護者の方には先を見通して、その子どもたちが将来在籍を継続して

いって支援を継続することや、６年生からの退級に向けた取り組みについて必ず聞いてい

ます。必要に応じては５年生の時点で、中学校の見学に行っていただきます。小学校なの

でどうしても中学校はどうするという話が一番先に来てしまいます。時間的な余裕を持っ

て中学校でも学びの場を選択できるようにということは考えるようにしています。 

 ６年生では、中学校の情報を基に、どんな力をつけた上で卒業していってほしいかとい

うことを子どもたちと一緒に考えて、中学校になったときに少しでも困り感がないように

自立活動の目標を設定しています。 

 懇談会で中学校からお聞きした情報をお伝えしたりしながら、先々を見通してどんな力

を小学校段階でつけるべきなのかを考えて自立活動を行い、その目標を設定しています。

このことがすごく大事なことだと考えています。保護者の思い、教員の思い、本人の思い

があり、うまく行かなくて擦れ違うこともあります。最終的には、本人と保護者の方が納

得した形で、その先を考えていけることができるようにという形を目指してお話を進めて

います。以上です。 

 

（会長）ありがとうございます。 

 それでは、東野委員、中学校の場合はどのような実践をされているのかということにつ

いて、お話をいただいてもよろしいでしょうか。 

 

（東野委員）はい。中学校から高校に上がるについて、先ほどありましたように、高校に

支援学級がないということが多いため、サポートが受けられなくなるということが多いで

す。中学校から高校に上がるときの選択肢はすごく増えます。増えることで保護者のいろ

いろな条件も出てきます。それはお金の面、学力の的と様々です。そういうのも全て加味

した上でスムーズに進学できるように、うまく連携できるようにサポートが少しでもあれ

ばいいなということで、中学１年生のときから、学校の合同説明会やオープンスクールな

どのチラシが３年生には届きますが、なかなか１年生の分が届かないということが多いた

め、支援学級の classroom を通じて、それぞれの学年にチラシや情報を、提供し早めに意

識しながら、なかなか小学校６年生で卒業してすぐ中１上がって、すぐこの夏休みに見に

行くというのは難しいという方もおられますが、どんな学校があってどんなサポートが受

けられるのかなというのを少しでも感じてもらえたらなということで配信させていただい

ています。その上で、次の進路に向けて、まず子どもたちがどんなことに興味があって、



 

こんなサポートがあったらこの学校で３年間続けられるかなというのを意識しながら学校

を見ていただきたいなというのを懇談のときにお話しさせていただいて、保護者に行って

いただいています。 

 選択肢としては私立高校、公立高校、府立支援学校という選択肢がありますが、今まで

支援学級担任をさせていただいた実感の中で、やっぱり私立高校のサポートが多いので私

立に行きますという保護者の方が多いというのは実態として感じています。以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。 

 奥野委員から、少しずつ支援を増やしていくという形で、その選択、どうしていくのか

というステップを図っていく。本人・保護者の思いを中心としながら図っていくというよ

うなことのお話だったと思います。 

 支援学級を活用している子どもたちの１日１時間という子から、様々なタイプの方たち

がいらっしゃるかと思うんですけど、例えば、１日１時間の支援級の活用という子どもた

ちを中途で通常の学級に戻っていくというような取組などについてはどうなのでしょう

か。行われていたりするケースもあるということでしょうか。中学校、小学校ではどうで

しょうか。その辺り通級指導というのを週に８時間まで通えるというふうになっています

が、実際には通級指導も週に１時間か２時間。毎日１時間通っているというのが支援級の

子どもたち、最低限の条件というところですけど、１日１時間通っている子どもたちの中

には通常の学級、通常級の在籍だけに戻っていくというような子どもたち、児童生徒の皆

さんもいらっしゃったりもしますか。 

  

（奥野委員）はい。失礼します。通常の学級のほうに学びの場をだんだん戻していくとい

うことだと思いますが、退級をめざしている児童、すぐにじゃなくても卒業したら退級を

したいですとか、いずれは支援学級じゃなくて通常の学級でと考えられていらっしゃる方

とは、じゃあ少しずつ学びの場を通常学級に戻していきましょうかという話はさせていた

だきます。 

 そこで、例えば週何時間なら通常学級で頑張れそうかなとか、支援学級何時間やっぱり

来たいという話も本人としたりだとか、それとか教室ではどんなことがあったら頑張れそ

うという話をしたりだとか、そういうふうなことを子どもたちと考えながら徐々に徐々に

クラスでも頑張れるようにというところはやっている部分は高学年で多くあります。 

 あとは通級指導教室を利用しているお子さんが、この子は目標達成できたということが

あれば卒業という形で利用しなくなるというのは大いにあります。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。東野委員、どうでしょう。中学校では。 

 

（東野委員）私が今までやってきた中で退級していきたいという子が実は１人もいなく

て、それがリアルなんですけど。ただ、少しずつ授業数が減っていくというお子さんはい

て、その中で一番退級が少なかった理由としては、保護者の方の希望というのがすごく大



 

きいです。子どもたちにいきなりその支援学級退級となったときに大丈夫かなって思われ

る方も非常に多くて、何かあったときのために先生たちがついてくれるというのは心の支

えでもあるので、できたら在籍を継続させてほしいという方が多いです。参考にならない

かもしれません。 

 

（会長）ありがとうございます。先ほど、野口委員からのお話があったときも就学という

ことを考えたフレキシブルな対応というのがすごく今求められているという状況もありま

すので、その子の思いであることを考えて、どれぐらいの方がいらっしゃるのかなという

ところでお聞きしたところでした。 

 すみません。委員の皆様から御意見等ございましたらばお願いしたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

 お話を伺っていると、非常に支援級の在り方、子どもたち一人一人の思い、それから保

護者の思いに寄せて、それから一人一人のサポートというところ非常に手厚い取組という

のが行われているというような、実践の在り方というのを伺うことができたかというふう

に思っております。 

 

（会長）小出さん、はい。 

 

（小出委員）すみません。小学校と中学校で退級したいと言っている人の件ですけど、現

在、小学校で同じ学校ではないですが、退級をめざしている２年生の男の子の場合だと、

来年度すぐに退級という目標ではないですが、少しずつ１日の時間を減らしていって、卒

業前までにはもう完全に自分だけで学校生活が送れるようにというのはめざして、今もう

減らす予定で支援学級の先生と話しているというのをお聞きした例と、中学校の場合で、

もう卒業して３年以上たっている男の子の事例は、知り合いの方ですけど中学２年生の途

中に本人が支援学級使わなくていいと言ったそうで、その子はもう小学生より前から診断

を受けていて発達障害ではありますが、本人が自分の意思で支援学級抜けるという話をお

母さんにして、お母さんはすごく心配だったしサポートを受けられなくなるし、テストで

ももうサポートは何もないけど本当に大丈夫かって言ったときに、本人はやると言ったそ

うで、それで中学３年生では１年間ずっとサポート、その支援学級のサポートはなしで公

立の高校に進学して、その先の公立高校ではすごく理解があったようでサポートを受けて

いるとは聞いていますが、本人の意思では退級できた。数年前にできているという方も一

応いたというのをお聞きしたのでお伝えしました。 

 以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。今現状の制度ですとね、特に支援学級であるとか

通常の学級であるとかということで支援が受けられるかどうかというようなことの分け隔

てはないというふうに思っているところもありますが、その意思の表示の仕方というとこ

ろもかかってくるのかというふうに思いますが。 



 

  

（会長）井村委員お願いいたします。 

 

（井村委員）すみません。中学を卒業した後で高校受験あると思いますが、高校のほうは

自立支援コース以外に配慮受験というのが大阪府はありますよね。そのときにね、結構な

頻度で私はそういう方たちの支援、サポート、相談を受けていますが、重度と言われる知

的障害のある人、私の娘も読み書きとかできないし言葉もしゃべれないんですけども、高

校受験をして高校も行っています。卒業もしています。大体、毎年あなたのお子さんは、

高校受験は無理ですよと言われる、言われたという方というのが相談に来られることとい

うのが大体毎年１人か２人おられます。実際には、小学校のお母さんたちとかでも、もう

小学生のときから結構その辺りとかの情報を得ようと来られる方とかもおられるので、そ

の辺りちょっとしっかりと学校の先生たちの認識、読み書きができない、テスト受けられ

なかったら受験できないというのを勘違いされている方がたくさんおられるようなので、

そんなことはないし大阪府の教育委員会からは配慮受験でこんなことを配慮できますよと

いうプリントが中学に配られると思いますが、実は、そこに書いてあるのは基本的な部分

であって、それ以外の配慮とかも個別にすごくしていただける場合がある。案外支援学級

がなくても手厚くサポートもしてもらえたりとかもあるので、そこのところをちょっと保

護者の方にはしっかり伝えてあげてほしくて、やっぱその情報を持っている人と持ってな

い人の差がすごく大きいんですよ。高校まで行かれて、高校入ってからちょっとしばらく

は先生たちが慣れてなかったら中学とは違って大変な思いする場合もあるんですけど、も

う卒業する頃にはすごくなんかいい感じの雰囲気になっていたりとかして、その後、大学

受験される方とか大学の聴講生でいかれる方とか結構な割合でおられるので、そこまでい

くと支援学校の高等部行ったときと全然世界が違ってきたりとかもするパターンがあるの

で、もちろんどちらがどうとかいうわけではなくてね。なので、やっぱり本人が進みたい

道に進めるようには情報をしっかり伝えてあげてほしいなというのがあるので、これは教

育委員会の方にお願いしたいなと思います。以上です。 

 

（会長）はい。様々な情報があってということを高校も今は様々な高校ができているとい

うような形になっているかと思いますので、その情報の把握というようなことを中学校の

進路指導の先生等にも周知をしていっていただくというような取組という形になりますか

ね。ありがとうございます。 

 それでは、よろしいでしょうか。時間もなくなってきましたが、ほかの中学校での自立

活動についての情報ということで、事務局のほうからお願いしたいと思いますが。 

 

（事務局）津田小学校、第二中学校以外の数校に訪問しまして、支援教育コーディネー

ターに直接お会いして自立活動の状況について伺ってまいりました。 

 まず、小学校の自立活動においてです。 

 どの学校でも児童のアセスメントに基づいた個別の支援教育支援計画と個別の指導計画



 

を基に、直接、通常の学級における学習や生活などに還元できるための自立活動というの

も計画しているということでした。 

 また、自立活動だけの時間を４５分行うというよりも、授業開始後の１０分から１５分

や授業終了前の１０から１５分で自立活動に取り組むというモジュール的なものを行って

おるということでした。それによって子どもたちが自分の課題や困難さに向き合うことが

できる。また、自分が必要だと考えながら楽しい、できたと感じることができる自立活動

に取り組んでいるということでした。 

 課題として、自立活動で身につけた力が通常の学級でどのように発揮されるか、どのよ

うに発揮できたかと評価することに思考している学校があるということでした。 

 また、自立活動に対する本人、保護者の理解を進めている途中であるということをお答

えいただいた学校が何校かありました。今後、自立活動について御理解いただけるように

丁寧に説明をしていく必要があるということも伺いました。 

 小学校、中学校での９年間を見据えた自立活動を充実させることを目標としている学校

が多く、しかし、現状として、児童の実生活に還元できる自立活動に取り組んでいるが、

なかなか発揮できるための授業づくりはこれからかなという課題が見えてきたということ

です。教員が自立活動に対する理解の向上を図るために、支援教育コーディネーターが中

心となって支援学級の取組を参観してもらう機会をつくり、自立活動に特化した教員向け

の校内研修を実施するなど工夫しているということも伺っております。児童のストロング

ポイントを伸ばすための授業づくりや環境調整に取り組んでいる学校もあるということが

分かりました。 

 続いて、中学校です。中学校でも生徒の実生活に自立活動が還元できるようにというこ

とは、小学校と中学校と共通していることでした。生徒の状況にもよりますが、課題や提

出物に対してできる限り自分の力で見通しを持ち、取り組むことができるようにスケ

ジュール管理ができる力をつけるため取り組んでいるということでした。 

 課題についてです。中学校卒業後の進路について心配されているという状況から、本

人、保護者が学習の補充など求めている状況が少なくはないということで、卒業後にも求

められる力を自立活動の時間を通して獲得することが大切だということを理解してもらえ

るように丁寧な説明が必要ですということを伺いました。 

 自立活動について、中学校の卒業後に求められる力について、先ほどもお話がありまし

たように、そのような力の習得を目指す学校が多く、しかし、現状として生徒のストロン

グポイントを伸ばしながら目標達成やスケジュール管理のスキルの獲得を目指して取り組

んでいますということを聞きました。そのために９年間を見据えた自立活動の積上げが必

要であるということも聞いております。以上になります。 

 

（会長）はい。ありがとうございました。小学校の支援学級における具体的な自立活動等

の取組について、奥野委員から。それから、枚方市の中学校の支援学級の具体的な取組に

ついて、東野委員からお話をいただきました。 

 そして、今の枚方市の自立活動の取組というような、そのベースについて事務局のほう



 

からも御説明がございました。 

 支援学級における自立活動の一つの大きな特徴というのが毎日その活動に取り組んでい

ただけるというようなことがあるのかなというふうに今思っております。通級指導教室で

すと週に一度か二度というふうな形になるわけですけれども、毎日の１時間の授業の中で

自立活動の時間を取り入れて、毎日毎日こう繰り返しながら、その子の成長発達を促して

いくというふうな取組があるのかなというふうなことですね。 

 今日のお話を伺っていて、観点として四つほどあるのかなというふうに思っておりまし

た。 

 一つ目は、小中学校９年間を見据えた自立活動の在り方、それから井村委員からありま

したとおり、その先というところの将来像を見通した中での自立活動をどうしていくのか

というところですかね。 

 それから、この自立活動の内容に関しての本人、保護者の思いであるとか共通理解をど

う進めていくのかといったようなこと。 

 それから、三つ目は通常の学級との連携についてというような、様々な取組が行われて

いますけれども、そういったいわゆる自立活動で身につけたことを通常の学級の中でも発

揮できるようにしていくということが、その子の将来につながっていくのではないかと。 

 四つ目は、その将来的な学びの場の選択といったようなことをどのように考えていった

らいいのかといったようなことかというふうに考えられたかなというふうに思います。 

 今四つほど申し上げましたけれども、委員の皆様から今日、小学校、中学校、それから

事務局からの自立活動に関するお話を伺って御意見等が、あるいは御質問等がございまし

たらばお願いをしたいと思いますけれども、いかがでしょうか。少し刻んでいったほうが

よろしければ、小中学校の９年間を見据えた自立活動の在り方というようについては、ど

のように捉えられましたか。 

 

（野口委員）よろしいでしょうか。 

 

（会長）はい。 

 

（野口委員）先生方の発表ありがとうございました。すみません。今の観点についてとい

うよりも全体について、思っているところですが、やはり、今日も先生方の子どもたちの

思いを踏まえた支援というところですとか、通常の学級において、子どもたちが新規で学

んだことが発揮できるような、そういうサポートなどもすごくされていてすばらしいなと

いうふうに思っていて、やはり今後の自立活動でかなり重要になってくるポイントとして

は、合理的配慮を子どもたち、何度かこの会議で言っていますが、合理的配慮を子どもた

ち自身が自分にとって必要な合理的配慮は何か。それをどうやって意思表明していくのか

ということを学ぶプロセスが非常にこれやっぱり自立活動しか扱えない内容になっていま

す。非常に重要で必須だと思います。特に、中学校においては、高校受験等においても合

理的配慮の申請などをしていくかと思いますので、そういう意味でも本人が自己理解をし



 

て意思表明をしていくという。その練習の場を恐らく既に御準備されていると思います

が、全ての学校においてやっていっていただけるといいなと思います。 

 これはもう今皆さん御存じかと思いますが、今年の４月から合理的配慮というのは民間

事業者においても義務づけられておりますので、そういう意味でも、例えば自分が利用す

るお店においても別に合理的配慮を申請してもいいわけですよね。そういったところも含

めて、その権利が子どもたちにあるということをその子たち自身が知らないと、その権利

を行使できないので、あなたにはそういう権利があるということも含めてお伝えてして

いっていただけると、その子もまさにこれからの生きやすさというところにもつながって

くるかと思います。自立活動については、ちょっとそこにぜひ合理的配慮の自己理解と意

思表明というところをサポートしていく重要さみたいなところを私たちの取りまとめの中

にも入れていけるといいなというふうに改めて思いました。ちょっと感想になりました

が、以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。野口委員、大切な御指摘いただいたと思っており

ます。学校のこの教育というのは結構その子に対しての支援を一生懸命考えてくれるとこ

ろですけど、世の中に出ると自分から意思表示をしないとなかなかサポートを受けること

ができないと。そのためには、やはり自分の強み、それから苦手なところ、よく理解をし

ていきながら生活をしていくというようなことというのが非常に大切かなというふうに

思っているところがございます。 

 そのほか委員の皆様から御意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 はい、廣井委員、お願いいたします。 

 

（廣井委員）はい。私は一応保護者で小学校も中学校も子どもがいまして、まさに真ん中

の子がちょっと小６でちょうど小中の連携のところに入る年齢ということもあるので、私

のほうからもお話ししたほうがいいのかなと思って今手を挙げました。 

 発表をお聞きしていて、うちの子どもが行っている中学校や小学校と違うところなの

で、またちょっとうちとは取組が学校内でやっぱりばらつきというか、それぞれの学校に

合わせたやり方をされてらっしゃるんだと思うので違いがあるなというふうに思いながら

聞いていました。 

 うちの小学校も中学校もだと思いますが、どちらかというと子ども数が多い学校にはな

るので、なかなか今日お聞きしたような感じの手厚さがあるかというと、ちょっとうーん

というのは思いました。もちろん今いる学校もすごくできる範囲でやってくださっている

とは思いますが、どうしても学校によってのばらつきというのは結構あるのかなというの

が思っていて、そうするとやっぱりみんなが平等に受けられる権利を行使できるわけでは

ないということにもなってくると思うので、児童数が多いんだったら多いでそれなりの工

夫というのはきっとあると思いますし、少なかったらやっぱり手厚くはなると思うんです

けど、教員不足とかもあるので難しいとは思いますが、児童数が多い学校であってもクオ

リティをある程度保障されるという状況であればありがたいなというのは感じました。 



 

 それと、あと小中の連携のことですが、私の経験で言うと今年ちょうど６年生の子ども

がいますが、５年生の時点でちょっとやっぱり不安があって、お兄ちゃんがいるというの

があるので、お兄ちゃんの様子を見ていて今後長女の方はどうなるんだろうというのは

ちょっと感じていまして、５年生の時点で支援の担任の先生にお聞きしましたが、担任の

先生は、あまり中学校のことは分からないんですというお話だったんですね。なので、６

年生になると見学の会とかはあるので、そのときに聞いてもらう形になりますということ

でした。それで、今年になってから実際に見学会の方はあって、実際にお話をお伺いする

ことはできましたが、５年生の時点で先ほどおっしゃったみたいに小中の連携が行われて

いて聞いてもらえるということであれ、支援担任の先生ベースでも何か知ってらっしゃる

ということであれば、私ももう少し安心できたかなというのがあったので、ほかにもこれ

からの取組なのかなと思いますが、できればいろんな学校でそういう連携をしてもらえた

らありがたいなというのは感じました。 

 あと井村委員もおっしゃっていましたが、その情報の少ないというのもすごく保護者と

しては感じていることで、一番上の中２の長男は次受験ですが、やはりその受験に関して

私も不安というか、どうなるのかなというのはありますが、情報をどこからもらったらい

いのかもあまり分からない状態で、学校の先生だけではなくて、例えば教育委員会のここ

のサイトにこういうことが載っていますとか、そういうのがあれば見られるし、学校の先

生だけに頼らなくてもいいような、そういう情報を得る場所があったり、そういう広報が

あったりするといいのかなというのは思いました。 

 あと、それと最後に本人の思いの部分ですが、周りから見てどうなのか、すごくサポー

トが必要だろうなと思っても本人が周りから何か特別扱いされたくないというのがあっ

て、サポートを拒否するみたいなことが結構うちの子もそうですが、そういうときがあっ

て。なので、自分は普通じゃないって思うことが本人にとってはすごくつらいんだろうな

と思うときがあります。 

 それは、ここにいらっしゃる方とかいろんな普通の方は支援に携わってらっしゃる方は

全然そういう意識じゃないですし、もちろんそれはもう頼るべきところなんだよというこ

と言ってくださるんですけど、それ以外の方からすると、やっぱり甘えているとか何かサ

ポートを受けていることは間違いないんじゃないかみたいなことを言われたりすることが

どうしても多いというのはあるので、通常というか普通に困ってない子どもたちもそうで

すし、困ってないその背景にいる大人たちみんなが、そういうサポートが要るということ

を、サポートが要る子どものことを偏見的に見るということが少なくなっていってほしい

なというのがあるので、それはここでどうこうというわけではないですが、そういう理念

をもっと広げていけるような、学校教育全体がそういうことを広げていけるようになった

らいいのにというふうにいつも思っています。以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございました。学校間の差があるかなというようなところと、

やはり情報というところの確保というところをしっかりとしていってほしいと。いろいろ

なところに情報源があって、そこがリンクすると良いということですかね。 



 

 そういったことについて、特に枚方の中で支援教育における研修というのが行われてい

るかと思いますけど、先ほど、小出委員の中でＯＪＴ、学校の中での様々なやり取りの中

で学んでいくことというのは必要ですけれど、いろんな教育委員会が設置している学びの

場というのもあるのではないかと思いますが、その点については事務局のほうでは把握し

てらっしゃるかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（事務局）はい、失礼します。 

 本年度、枚方市教育委員会のほうで行っている研修についてです。支援教育コーディ

ネーター対象の研修が年２回、１学期、２学期にございます。また、新任の支援学級担任

研修が、各校で支援教育に初めて携わるという先生向けに６月に実施されています。ま

た、初任者研修の中で年１回、支援教育について研修を行います。 

 また、年次研修、５年目、８年目の先生に向けてインクルーシブ教育についてというこ

とで２学期研修が行われます。講師の先生向けに、こちらも１年目や年数の少ない先生に

向けて支援教育についての研修を実施します。また、通級指導の指導者対象の研修という

のも、１学期、２学期行っております。以上となります。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。 

 教職員の資質向上、スキルアップというような視点。それから情報の提供をどうしてい

くのかといったようなこと。たくさんの御意見をいただきましてありがとうございまし

た。 

 それから井村委員、廣井委員、野口委員からありましたとおり、就学をどう考えている

のか。それからその先の進路の選択といったような課題につきましては、次回、第４回の

委員会の中で議論をさせていただけたらというふうに思っております。今日情報提供いた

だきました奥野委員、東野委員、ありがとうございました。 

 それから、次回に向けまして、将来のことを考えるというようなことで、それから就学

についてというようなことでの検討をしていきたいというふうなことでよろしいでしょう

か。 

 

（会長）村上委員、ご意見お願いをしてよろしいでしょうか。 

 

（村上委員）すみません。津田小学校の奥野先生、二中の東野先生、ありがとうございま

した。 

 先ほどもお話あったと思いますが、やはりその９年間を見据えた取組ということで、

やっぱり小学校と中学校との連携、引継ぎというのが非常に大事かなというふうに感じで

聞いておりました。 

 そして、その中で本人、保護者がしっかり納得をして思いをしっかり受け止めて納得を

した上で進めていくということが非常に大事なのかなというふうに感じました。お話の中

にもたくさん出ていたと思うんですが、やはりその学校間での差、あるいはその先生個人



 

での差というのは確かにあるのかなと。それは私も感じております。奥野先生や東野先生

のように、どの先生でも同じようにできるということではないかなと思いますので、また

そういったところを経験の浅い先生方にも、先ほど事務局のほうからありましたように研

修なんかを行っていただいているということですが、そこの内容とかも充実させていくこ

とも大事じゃないかなと感じました。簡単ですが、以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。 

 それでは、続いて、牧村委員、お願いしたいと思いますが。 

 

（牧村委員）すみません。御説明ありがとうございました。分かりやすい小学校、中学校

の取組という形で。また、以前からも私ちょっと何回か発言させてもらっていますが、や

はり思春期になってきたら支援学級の部分を隠したいという子どもたちのなかにはいるの

かなという感じで思いながらちょっと話を聞いていましたが、今日はもう特に時間も押し

ています。以上でございます。 

 

（会長）それでは、武田委員ですかね。お願いいたします。 

 

（武田委員）皆様どうもありがとうございました。 私がすごくいつも思っているのは、

例えば、５年生の支援学級の保護者の方が中学校に気になるから相談に行きたいという話

あったときに、やっぱり先々のことを心配しているんだなというふうに敏感に受け止め

て、やっぱりしっかり思いを引き出せるような、思いを開示してもらえるような応対とい

うのがすごく大事だなというふうに思います。 

 特に、小学校に来てすごく思うのが、小学校から中学校行くときに支援学級在籍から外

れて通常の学級になっていくとかいうことを希望される話がすごく多いですが、すごい

ギャップがあるんですね。小中って。やっぱりそのギャップを踏まえてじっくり話できて

いるのかなと思う場面があったりします。 

 ですから、支援学級の教員だけじゃなくて通常の学級の教員も様々な支援学級の在籍の

児童のいろんな事例というのをしっかり知るというのがすごく大事で、やっぱりそういう

当事者意識を全ての教員が持てるような研修というのが必要かなとすごくいつも思ってい

ます。自分自身も中学校でいろいろ経験したこともありますし、小学校の校長として５年

生の保護者が相談に来て、じゃあもう５年生の今からしっかり準備しましょうねというよ

うな形で何回か対応した覚えがあります。やっぱりそういうふうに丁寧に対応していくと

いう気持ちで、校内の誰かがそういった意識で、もちろん管理職、そのとき僕も管理職

だったんですけど、特に管理職はそういった意識で在職している職員にやっぱりしっかり

意識持ってもらえるような、その援護射撃になるような研修があったらすごくいいなと

思っています。以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。現在、義務教育学校、小中一貫校なんかも増えて



 

いる一方で、やはり中学校に入ったときのギャップというのが大きいというのも事実かと

思います。そこで退級ということも考えていくというふうな難しさというのもあるとい

う、非常に大切なお話をいただいたかというふうに思います。ありがとうございます。 

 それでは、渡辺委員、お願いしたいと思いますが。 

 

（渡辺委員）はい。前回、前々回、予定が合えず出席できず申し訳ありませんでした。 

 今日聞いていて、野口委員が言われていた意見表明について、少しだけなんですけれど

も。意見表明というのは子どもの権利条約で意見表明権というのが認められていて、皆さ

ん御存じかと思いますが、それって子どもが意見を聞いてもらう権利なんですよ。自分が

意見を言う権利ではなくて意見を聞いてもらう権利で、前提として子どもがきちんと情報

を与えられている。きちんと説明を受けて意見表明ちょっと難しいなということであれば

サポートをしてあげて、さらに子どもの発言どおりの結果にならないこともあると思うん

ですけれども、そのときはきちんとフィードバック、どういうことであなたが言っている

ことと違うことになったんだよということを説明してあげましょうと、説明してもらう権

利が子どもにあるというふうに言われていて、私はもうそのとおりだと思っているところ

で、今後の保護者、本人の理解であったり、進路選択というところで、子どもには意見を

聞いてもらう権利があるんだよという視点を入れて議論ができたらいいなと思って聞いて

いました。以上です。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。本人参加、自己決定ということが非常に大切だと

言われていますので、意見を聞いてもらえる。そういったところをちょっと私たち忘れが

ちなところがあるかなと思って聞かせていただきました。ありがとうございます。 

  

（会長） 

 それでは、皆様からたくさんの御意見をいただきましてありがとうございました。

ちょっと時間伸びてしまいましたけれども、事務局からお知らせがございましたらお願い

したいと思います。 

 

（事務局） 

 次回スケジュールです。次回は９月１９日の木曜日の開催となります。 

 また、第５回枚方市支援教育充実審議会は１０月２４日、木曜日の開催となります。中

間答申への議論となりますので御参加のほうよろしくお願いいたします。以上になりま

す。 

 

（会長）はい。ありがとうございます。次回はすぐですね。１９日ということですので。

どうぞよろしくお願いしたいと思います。次回、先ほど申し上げましたけども就学である

とか、それから将来の学びの場であるとかいったような内容について議論を予定しており

ます。 



 

 それでは、時間伸びまして大変申し訳ございませんでした。 

 以上をもちまして、令和６年度第３回枚方市支援教育充実審議会を終わらせていただき

ます。長時間にわたる御審議ありがとうございました。 

 

＜閉会＞ 

 

 


